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要 旨   

アルコールの過剰摂取は、アルコール性肝障害（ALD）の直接的な原因となる。ALDは通

常、初期には脂肪肝として現れ、その後、アルコール性肝炎（ASH）、線維化、肝硬変

へと進展する。重度のアルコール依存症は、広範な肝細胞死、肝不全、さらには肝細胞

癌（HCC）を誘発する。現在、ALDを治療するための有効な臨床手段は、禁酒を除いてほ

とんどない。天然化合物は、明確な化学構造を持つハーブから抽出された化合物の一種

である。シリマリン、ケルセチン、ヘスペリジン、ベルベリンなどいくつかの天然化合

物は、副作用なく ALDを治癒する効果があることが示されている。本総説では、特に天

然化合物に注目し、天然化合物を用いた ALDの臨床薬の開発を行い、ALDの治療法とし

て提供することを期待する。 

 

 


